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感
か ん し ゃ

謝の気
き

持
も

ちをもって食
た

べましょう。
　みなさんは食

しょくじ

事のとき心
こころ

を込
こ

めて「いただきます」「ごちそうさま」を言
い

ってい

ますか。みなさんが食
た

べ物
もの

を食
た

べるまでに、いろいろな人
ひと

がかかわり働
はたら

いていま

す。また食
た

べることは、食
た

べ物
もの

となった動
どうぶつ

物や植
しょくぶつ

物の命
いのち

をいただくことでもあり

ます。いつも感
かんしゃ

謝の気
き

持
もち

ちを忘
わす

れないようにしましょう。

あいさつをしっかりして
食
た
べよう！

作
つく
った人

ひと
の思
おも
いをしっかり

受
う
け止

と
めて食

た
べよう！

後
あと
片
かた
付
づ
けまでしっかりして
食
しょくじ
事を終

お
えよう！

　「いただきます」「ごちそ
うさま」は食

た

べ物
もの

の命
いのち

や、
人
ひと

への感
かんしゃ

謝の気
き

持
も

ちを込
こ

め
てあいさつしましょう。

　食
た

べ物
もの

を作
つく

ってくださっ
た方

かた

の思
おも

いをしっかり受
う

け
止
と

め、マナーを守
まも

り、よく
味
あじ

わって食
た

べましょう。

　はしやスプーンは向
む

きを
そろえ、食

しょっき

器はきれいに重
かさ

ねて返
かえ

しましょう。家
いえ

でも
後
あと

片
かた

づけを手
て

伝
つだ

いましょう。

○ 残
のこ

さずに　食
た

べて伝
つた

える　ありがとう 尾崎幼 年長　山㟢　礼央

○ いつもありがとう　おいしいよ
　　　　　ごごもべんきょうがんばるよ 赤穂小 １年　延原　義基

○ 給
きゅうしょく

食で　命
いのち

に感
かん

しゃ　いただきます 赤穂小 ４年　松尾まどか

○ 感
かん

しゃして　食
た

べる給
きゅうしょく

食　みな笑
え

顔
がお

 塩屋小 ４年　下脇　美都

○ 赤
あ こ う

穂産
さん

　身
み

近
じか

な食
しょくざい

材　うれしいな 城西小 ５年　馬江　美晴

○ ぼくらの健
けんこう

康を　守
まも

る給
きゅうしょく

食　ありがとう 塩屋小 ５年　田渕　敦行

○ 作
つく

り手
て

の　気
き も

持ちもいっしょに　いただきます 赤穂西小 ５年　山根　　菖

○ 給
きゅうしょく

食は　おいしく食
た

べて　ごちそうさま 坂越小 ５年　平山　佑太

○ 生
い

きるパワー　作
つく

った人
ひと

に　感
かん

しゃする 赤穂小 ６年　髙田　理貴

○ 「いただきます」「ごちそうさま」

　　　　 心
こころ

の中
なか

で「ありがとう♡”」 有年中 ２年　保健衛生部一同

たくさんの応
おうぼ

募ありがとうございました。これからはたよりの表
おもて

に
載
の

せていきます。お楽
たの

しみに！

給
きゅう

食
しょく

標
ひょう

語
ご

平
へいせい

成 24年
ねん ど

度


